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５月２４日（月）５校時に５年生がもち米の種

植えを行いました。学校応援団の吉岡堅様にご指

導いただきました。吉岡様に学校に来ていただき、

準備していただいた苗床に、５年生がもち米の種

を蒔いていきました。その後、吉岡様に、苗床を

持ち帰っていただき、苗まで育てていただきまし

た。吉岡様、大変ありがとうございました。 

 

 

６月１９日（土）には、全校児童で、田植え

を行うことができました。学校田は、コメコメラ

ンドと名付けられています。この土地は、大林の

宮本保様の土地をお借りしています。宮本様、毎

年、ありがとうございます。 

 草刈り、整地、代掻き作業、水の管理などをし

ないと、田植えはできません。宇都宮ＰＴＡ会長

様をはじめ、多くの皆様方のおかげで、きれいに

整地されました。ありがとうございました。 

開始式では、５年生が田植えのやり方を説明。わかりやすく上手に発表できました。ま

た、当日は、内村地域コーディネーター様にもお手伝いいただきました。ありがとうござ

いました。全校児童で、上手に田植えができました。子どもたちは、貴重な経験ができま

した。お世話になった皆様、大変ありがとうございました。もち米が、大きく成長してほ

しいものですね。秋の稲刈りが楽しみです。 
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きれいに整地された学校田 



 

６月１９日（土）田植えの後に、水防避難訓練

を行いました。 

本校の横には、白川が流れています。昨年の７月

に起きた人吉球磨豪雨。球磨川が氾濫した時のよ

うな豪雨が、もしもここで起きたら、という想定

のもとに、水防避難訓練を行いました。 

本校は、地震や台風で、地域の民家等が土砂災

害に遭遇された場合は、体育館と校舎が避難場所

に指定されています。しかし、大雨の場合、白川

氾濫が予想され、本校も浸水の危険が十分にあります。大雨で洪水が予想されるときは、

本校は、避難場所にはならず、逆に早く避難すべき地域となります。そこで、気象庁から

この地域に大雨洪水警報や線状降水帯の

発生情報等が出され、白川の氾濫が予想

される場合、今回のような保護者への引

き渡しを行うことになります。 

引き渡しが間に合わない場合は、大津

町菊阿体育館と瀬田地区避難所が避難場

所に指定されています。そこまで避難

し、そこでの引き渡しとなります。 

昨年の人吉球磨豪雨を他人事と思わ

ず、この地域でも十分起こりうることと

捉えて、日頃からの準備と迅速な対応を

していきましょう。 

 


